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令和元年決算特別委員会・工業用水同事業会計 開催状況（企業局所管）

開催年月日 令和元年１１月８日

質 問 者 日本共産党 宮川 潤 委員

答 弁 者 公営企業管理者、企業局長、企業局次長、

工業用水道課長

質 問 要 旨 答 弁 要 旨

二 工業用水道事業会計について

（一）平成３０年度決算について

（宮川委員） （工業用水道課長）

工業用水事業会計についてであります。 平成３０年度決算についてでありますが、平成３

２０１８年度決算について、未処理欠損金、及び一般 ０年度決算における未処理欠損金は約８０億９千万

会計繰入の金額をお示しください。 円、一般会計からの繰入金は約５億１千万円であり、

また、これまでの一般会計繰入の総額はいくらになる これまでの総額は約３４７億８千万円となっている

のか、内訳はどういうものがあるのかをお示しください。 ところでございます。

その内訳は、未稼働資産整理のための企業債の償

還に対する補助金が約１８５億５千万円、石狩工水

における地下水からの水源転換に対する補助金が約

４２億４千万円、ダム建設に係る利水者負担金に対

する出資金が約１２億円、苫東工水などの建設事業

に対する出資金が約６２億６千万円、長期借入金が

約４５億３千万円となっているところでございま

す。

（二）ＪＸＴＧに関する問題について

１ ＪＸＴＧの使用水量などについて

（宮川委員） （工業用水道課長）

苫東も石狩も非常に厳しいということでありますけれ ＪＸＴＧの使用水量などについてでございます

ども、室蘭、ＪＸＴＧの事業の経過及び使用水量の推移 が、ＪＸＴＧエネルギー株式会社に対しては、室蘭

について明らかにしてください。 地区において石油精製や石油製品製造などに使用す

るため、昭和４７年度から日量６，２００トンの供

給を開始し、その後、事業規模の拡大に伴いまして

契約水量も段階的に増加し、平成１６年度から日量

２８，５５０トンを供給しているところでございま

す。

このような中、同社は平成２６年に室蘭地区にお

いて石油精製を停止、本年３月には、石油製品の製

造も停止し、物流拠点として操業しているところで

あり、契約水量の変更はございませんが、使用水量

は、４月以降段階的に減少し、１０月末現在、前年

の２割弱となっているところでございます。以上で

ございます。
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質 問 要 旨 答 弁 要 旨

２ ＪＸＴＧとの今後の契約について

（宮川委員） （工業用水道課長）

実際の使用水量は２割弱まで減ったということであり ＪＸＴＧへの供給についてでありますが、工業用

ますが、来年度の使用水量の大幅な減少が見込まれます 水の使用水量の変更につきましては、企業からの申

けれども、どのような契約になりますか。契約の解消と 込みに基づき、変更を決定し、通知をしているとこ

いうこともあり得るものと考えておりますか、伺います。 ろでございます。

同社からはこれまで、物流拠点となった後の水使

用について相談を受けており、現在、使用目的や水

量などについて確認を行っているところでございま

す。以上です。

３ 室蘭工水の経営について

（宮川委員） （企業局長）

確認中ということでありますけれども、契約変更によ 室蘭工水の経営への影響についてでありますが、

り料金収入が減少することになった場合の対応はどのよ 同社は、室蘭工水の契約水量の２６．５パーセント

うに考えていらっしゃるか。 を占める大口ユーザーであり、その動向は、室蘭工

室蘭工水における料金改定も想定されていらっしゃる 水の経営に大きな影響を及ぼす可能性があることか

のか。その場合は、契約者との合意形成が必要になると ら、慎重に対応する必要があると認識しております。

考えますけれども、いかがですか。 このため企業局におきましては、これまで安定経

営を続けてきた室蘭工水において料金や経営が今後

も維持されるよう、将来の収支見通しなどの検証を

進めているところでございます。

（三）ダム建設に係る利水者負担金に対する出資金に
ついて

（宮川委員） （工業用水道課長）

検証中と言うことなので、次の質問に移って行きます ダム建設に対する出資金についてでありますが、

けれども、一般会計繰入金の中に「ダム建設に係る利 石狩工水では、国が建設を進めております新桂沢と

水負担金に対する出資金」とありますけれども、これ 三笠ぽんべつダムを水源として工業用水を供給する

はどういうものですか、これまでの総額は幾らになる こととしているところでございます。

のか明らかにしてください。 企業局は、ダムを使用する事業者、いわゆる利水

者といたしまして、法の規定に基づきダムの建設費

の１.２パーセントを負担することとなっており、

企業局が負担する建設費に対し、一般会計が出資を

行っているところでございます。

また、これまでの総額ですが、平成３０年度まで

の出資の総額は約１２億円であります。

以上でございます。

（宮川委員）【指摘】

新桂沢ダムとぽんべつダムの確保水量を縮小したため

に、３３３億円の損失を発生させたという経緯がありま

す。

それでも石狩工水の契約率は、３７．２％と低い現状

であります。

ダムに対するアロケーションは１．２％だそうですけ

れども、現状ではそれも必要な量とは言えない筈であり

ます。

今後、契約者を増やす努力を一層強める必要があると

言うことを指摘をして次の質問に移ります。
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質 問 要 旨 答 弁 要 旨

（四）地下水からの水源転換に対する補助金について

（宮川委員） （工業用水道課長）

さらに、一般会計からの繰入金の中に、「地下水から 水源転換に対する補助金についてでございます

の水源転換分に対する補助金」というのがあります。 が、石狩工水は、地域における産業基盤の整備のほ

これはどういうものか、補助の目的、期間、これまで か、地盤沈下防止を目的に建設されましたことから、

の補助金総額と最終的に補助金総額はいくらになるのか 環境保全に要する経費への助成として、建設事業費

お示しください。 に対する企業債の元金に補助を受けており、償還が

また、これには国の財政支援があるのか、この補助金 終了する令和９年度までの予定となっているところ

の法的根拠と併せて伺います。 でございます。

平成３０年度までの補助の総額は約４２億円であ

り、今後の予定額約１７億円と合わせて、総額約５

９億円となる見込みでございます。

この補助は、地方公営企業法第１７条の３の災害

の復旧その他特別の理由により必要がある場合には

一般会計又は他の特別会計から企業会計に補助をす

ることができるとの規定に基づき行われているもの

であり、国からの財政支援はないものであります。

以上でございます。
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質 問 要 旨 答 弁 要 旨

（再質）

（宮川委員） （企業局次長）

補助金の交付申請書に、補助金の目的または主旨と言 補助金の考え方についてでありますが、公営企業

う欄がありますが、そこには地下水からダムを水源とす は、受益者負担の考え方に基づき、事業運営に要す

る工業用水への水源転換見合いに対して、企業会計とし る経費を料金収入でまかなうことを原則としており

て事業の収支均衡が図れるように補助を行うというよう ますが、石狩工水における水源転換に対する経費は

に書かれています。 環境保全を目的としたものであることから、ユーザ

それで、２２年間の長期に渡り約５９億円を道の単費 ーに負担していただくのではなく、一般会計が石狩

で出しているということであります。 工水の建設事業費に対する企業債の元利に補助を行

法的には、地方公営企業法第１７条の３ということで うことにより企業会計として収支均衡が計られるよ

ありました。 う、補助が行われているものと考えているところで

災害の復旧その他特別の理由により必要がある場合に ございます。以上でございます。

は補助することが出来るという規定でありますが、地下

水からの水源転換は災害復旧ではありません。

そうですね、ですからその他特別の理由ということに

なります。

それでは、ここでいうその他特別の理由とはどういう

ものがあるのかという事ですけれども、今ここにですね、

地方財務協会出版の地方公営企業法逐条解説という本を

持って来ています。

この中には、その特別な理由というのは、こういうこ

とだと書いてあります。特別な理由とは、災害に準ずる

ような、災害の場合と同程度の合理的理由がある場合の

みが、ここにいう特別な理由に該当すると解されるべき

ものであると、非能率な経営のために生じた赤字に対し

て、漫然と補助するというようなことが認められない事

は言うまでも無いと、こういう解説がここではなされて

います。

もし違う解釈だと、この解釈が違うということであれ

ば、どうぞ、その違う解釈というのをお聞かせいただき

たいと思います。

こういう観点からすれば、収支均衡が図れるように補

助するという事になります。つまり収支均衡が図れるよ

うにというのは、言い換えれば赤字の穴埋めのためとい

う事ですよ。

赤字の穴埋めのために、補助するということは認めら

れません。

一般会計からの借入が認められているだけであって、

その場合の補助は認められておりません。

もし、地下水から水道に転換すれば地盤沈下を防止で

きると言う事を理由に、一般会計補助が認められるなら

ば、川の水を使っていたところは別ですけれども、それ

以外は水道を布設さえすれば、一般会計から水道の会計

に全部補助していいですよと、いう事になるでしょ。

だとすれば、これはとても災害に準ずるようなものと

はいえません。

本道以外に地下水からの転換を理由に、一般会計から

水道の会計に補助金を出している、などということは今

まで聞いたことはありません。

つまり、この補助金の本質は、地下水云々ではなくて、

企業会計としての事業の収支均衡を図る。

つまり、赤字の穴埋めを図るための補助金ということ

が本質では無いですか。

ご答弁を伺います。
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質 問 要 旨 答 弁 要 旨

（再々質）

（宮川委員） （公営企業管理者）

環境保全を目的としたと、おっしゃいましたので、つ 補助金の考え方についてのお尋ねでございます。

まりそれは、地下水をく汲み上げたら地盤沈下するから、 水源転換に対する経費につきましては、ただいま申

ということだと思うんですが、水道を使用していた企業 し上げましたが地下水の汲み上げによる地盤沈下です

などが、一般には、水道料金の負担を避けるために井戸 とか、海水の浸潤を防ぐ、こういった、地域全体に影響

を掘って、地下水を利用することになって、それで、水 する、あるいは被害を及ぼす恐れ、そういった環境問題

道の方としては収入は確保できなくなって困っていると に対応するものでございます。

いうことは、これ全国各地でおきています。 従いまして、こうした経費を個々のユーザーに負担を

企業に・・・、企業というのは民間企業などの契約者 求め、あるいはそれに支援をするというやり方ではなく、

という意味ですよ、水道利用者という意味です。 一般会計が石狩工水の供給基盤を整備する際に用い

水道利用者に水道を使い続けてもらうために、水道料 ました、企業債の元金の償還に補助を行うことによりまし

金負担を緩和するということが、適切かどうかは別とし て、企業会計として収支均衡を図り、料金の抑制を図

てですね、理屈としては私は成り立つなというふうに思 る、こういった目的で補助が行われているものと考えて

います。 おります。

その場合は、民間企業などの契約者への補助をすると 今後とも企業局といたしましては、ユーザーの方々が

いう考え方になりますけれども、地下水からの転換、す 生産性を高め、環境負荷の軽減を図っていただけるよう

なわち工業用水を使うために、水道事業者に補助金を出 に取り組んでまいりたい考えております。

すと、こんな話は聞いたことがありません。 以上でございます。

本道以外にこのような補助金を出しているところはあ

りません、そうですね？

国もこのような補助金は想定していないから、だから、

国の補助メニューもないんですよ。

先ほどご紹介した、この地方財務協会の地方公営企業

法逐条解説でいうところの赤字に対する漫然とした補助

であり、本来一般会計から借入をしなくてはならないも

のを、赤字と借金を圧縮するために、地下水転換、環境

政策を装った補助金だというのが本質ではないですか？

管理者の見解を伺います。

（宮川委員）【指摘】

これで終わりにしますけれども、同様の補助金を出し

ている県はどこにもないと思われます。

国の補助メニューもありません。

水源転換として、工業用水道事業者に補助する理屈も

成り立たない、考えられることは、事業の収支均衡、つ

まり赤字補填だけであり、法的合理性に疑問があるとい

うことは繰り返し指摘して質問を終わります。

ありがとうございます。


